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【図３－３－１　イ語尾形容動詞〈非過去断定形〉男性】







































































































































































ϱϱ͘ϴй ϱϱ͘ϴй ϰϬ͘ϰй ϯϳ͘ϱй ϯϱ͘Ϭй ϯϯ͘Ϭй ϯϮ͘ϳй Ϯϵ͘ϴй ϮϬ͘ϰй ϭϵ͘ϰйϮϲ͘Ϭй Ϯϵ͘ϴй ϯϬ͘ϴй ϯϯ͘ϳй Ϯϳ͘Ϯй ϰϱ͘ϲй ϯϮ͘ϳй ϯϯ͘ϳй Ϯϰ͘ϯй ϯϴ͘ϴйϭϴ͘ϯй ϭϰ͘ϰй Ϯϴ͘ϴй Ϯϴ͘ϴй ϯϳ͘ϵй Ϯϭ͘ϰй ϯϰ͘ϲй ϯϲ͘ϱй ϱϱ͘ϯй ϰϭ͘ϳйϬйϮϬйϰϬйϲϬйϴϬйϭϬϬй ᬤ ᴦ ኱ኚ ୖᡭ 㟼࠿ ぶษ ୙౽ ኚ ኚ࡞ ᭕᫕
【図６－３－２　「形容動詞＋カロー」（上昇イントネーション）女性】






























　　（2）　 （1）の要因については、陣内（1982）で指摘のある「―カ ＞ ―イ」という取り換え
だけではなく、短縮形の俗語（「きもい」「きしょい」等）が影響しており、形容動詞
において新たな形容詞型活用（「ヒマイ」等）が行われている。
　　（3）　 打消過去「―ンカッタ」の定着には、当該方言の形容詞型活用に現れる「状態性＋カッ
タ」の形が影響しており、動詞否定形においても形容詞型活用（「センカロー」「セン
クテ」等）が生じ、広まっている。
　　（4）　 推量の形容詞型活用語尾「―カロー？」は形容詞・形容動詞・動詞否定形だけでなく、
状態性を持たない品詞にもその適用範囲を広げている。「―カロー？」は、形容詞型活
用の中の活用形のひとつから、接辞に変化しつつあるものと考えられる。
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注
（１） 「福岡市方言」は平塚（2014）に拠る。筑前方言より限定された地域を指すため、また、他
方言との接触の多い都市部である福岡市を指すためこのように呼ぶ。
（２） 福岡市、「福岡市推計・登録人口（最新）」（http://www.city.fukuoka.lg.jp/soki/
tokeichosa/shisei/toukei/jinkou/jinnkousokuhou.html）
（３）小西（2014）に拠る。
（４） 小西（2014）に、「共時的には、形容名詞『ヘタ』と形容詞『ヘタカ』が併存していると捉
えるべきかもしれない。」 と指摘がある。
（５）ただし、杉本（1993）の調査結果は被調査者の人数が３人と少人数である点に問題がある。
（６）表記は出典のままとした。
（７）イ～ヤ混合型が本稿におけるイ語尾形容動詞に該当する。
（８） 陣内（1982）に「共通語＝規範の形容詞活用を“イ型”、いわゆる形容動詞活用を“ダ型”
と呼ぶ。」とある。
（９） 「変ナカ」という形について、飯豊他（1983）に「『大きなか・徒然なか』の様に、形容動
詞『ナリ活』を、形容詞化して、その語尾を『カ』語尾化している用法が、筑前の宗像・
粕屋・筑紫方面に現われる。」との記述があり、「変ナカ」に関しても同様にして生じたも
のと思われる。
（10） 「（行カ）ザッタ」とは、打消の助動詞「ザリ」に由来する表現である。大西 （1999）には「こ
のように打消過去は、上代から中世半ばまで「ず・ざり・＋き・けり・つ」のような語構
成で表されていたが、中世後期に入ると「なんだ」が現れる。（中略）その一方で、この時
期「ざった」もわずかに見られる。」とある（pp.98-99）。
（11） 「行かザッタ」「行かジャ（ヂャ）ッタ」「行かヤッタ」「行かンジャ（ヂャ）ッタ」「行かン
ヤッタ」の表記は出典のままとした。
（12）ただし、これは複数回答の集計結果である。
（13）杉村（2003）に拠る。
（14）二階堂（1997）に拠る。
（15） 実際のアンケート回収数は497名であったが、今回調査結果の中で示した数値は福岡市内か
ら移住歴のない回答に絞り209名となった。調査に協力してもらった高校では、クラス毎に
アンケートを実施したため、調査後にフェイスシートによって有効回答か否かを判断した。
（16） 形容動詞「変だ」について、カ語尾型では「変カ」「変ナカ」の両形が考えられる。杉本（1993）
によると、福岡、佐賀、長崎の三地域の若年層において「変カ」は使用54.1％、「変ナカ」
は使用81.9％であり、「『変なか』の方が、当地域ではより一般的な形と考えられる」という。
これに基づき、本調査では「変ナカ」のみを調査した。
（17） 神部（1980）に「『好カ』『無カ』の二語は、特に生命力が強く、その分布領域も、他のカ
語尾形容詞の分布領域も、他のカ語尾形容詞の分布領域を超えている」という指摘がある。
（18） 都築（1961）では「カ語尾化する」といい、また、陣内（1982）にはイ～ヤ混合型、平塚（2014）
（ 22 ）
には「形容詞的な活用を多くとる語」「一部形容詞的な活用をとる語」という指摘がある。
（19） 工藤（2014）「シトル系形式はその意味用法が保持されるとともに、シヨル系の領域まで拡
大されていっている方言がある。」他。
（20） 高木（2009）「〈話し手の見込み〉を表す否定疑問文は、話し手が事実成立の見込みを持っ
ていることを表すものである。」ここで言う「否定疑問文」は「―クナイ」を指す。
（21） 三宅（2011）における「ダロウ」の「確認要求」の用法は、「話し手にとって何か不確実な
こと」を確認するものであるので、話し手の情報認識の点で当てはまらないように思われる。
ただし、「カロー」は接辞化の途中段階であり、今後用法は広がる可能性がある。
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設問１：普段のご友人との会話を思い出し、
　　　　以下の例文について、もっともよくあてはまる選択肢に○を付けてください。
　　　注：（⤵）は文の語尾（文末）の発音が上がらないことを示しています。
選択肢　｛○：使う。／ △：使わないが聞いたことがある。／ ×：聞いたこともない。｝
1. 友だちが良
よ
かお店教えてくれたっちゃん。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
2. ここは若い店員さんのほうが親切かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
3. 珍しく教室が静
しず
かい。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
4. 今日は誰も遅刻せんくて、時間通りに始められた。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
5. もうすっかり回復しとるかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
6. このパソコン不便いね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
7. 今日の先生変
へん
なか格
かっ
好
こう
しとったよ。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
8. 森の中は静
しず
かかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
9. ゲームせんかった日はよく眠れる。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
10. 数
かず
かぞえるくらいなら楽
らく
かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
11. 静
しず
かいお店は落ち着く。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
12. 確認するかったところは地図に 印
しるし
つけとるよ。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
13. あの家
うち
の子はピアノじょうずかろうね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
14. 私今
け
朝
さ
はランニングしよるかった。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
15. 楽
らく
い練習とか意味ないけん。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
16. 今日は一日全然勉強せんかった。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
17. 調整せんで使いよったら不便かろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
18. あの子は歌じょうずいよね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
次ページへ続く
本調査で実施したアンケート
（ 26 ）
　　　注：（⤵）は文の語尾（文末）の発音が上がらないことを示しています。
選択肢　｛○：使う。／ △：使わないが聞いたことがある。／ ×：聞いたこともない。｝
19. この辺は静
しず
かかところやね。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
20. この文章変
へん
ないところあったら教えて。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
21. あの子昨日寝ぼけとったけん記憶が曖
あい
昧
まい
かろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
22. あの先生の教え方は親
しん
切
せつ
いよ。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
23. 今日は家帰ってちゃんと勉強するかった。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
24. 今頃明日の準備でもしよるかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
25. 私先週までダイエットしとるかったんよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
26. レポート寝ぼけながら書いたけん変
へん
かろうや。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
27. 昨日はじょうずか演奏聴
き
けたとよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
28. 丸付けるだけなら楽
らく
いね。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
29. あそこの駅員さんやったらきっと親切かろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
30. （クラスの友人に対して）先生さっき何
なん
の 話
はなし
しとるかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
31. 今日の先生の服ちょっと変
へん
いよね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
32. 先週から田中君と挨拶運動しよるかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
33. 来月引っ越しするくて、今忙しいっちゃん。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
34. 何
なん
もせんでいいなら楽
らく
かろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
35. さっきまで 私
わたし
何
なに
しとるかったっけ？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
36. 久々に会えて嬉
うれ
しか。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
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　　　注：（⤵）は文の語尾（文末）の発音が上がらないことを示しています。
選択肢　｛○：使う。／ △：使わないが聞いたことがある。／ ×：聞いたこともない。｝
37. さすがにテスト前日は勉強するかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
38. 言われてみたらそんな気もせんくない。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
39. 田中君今日の発表すごく楽しみにしとるかったってよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
40. 自転車で坂を登るのは大変い。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
41. （クラスの友人に対して「あなたは」）日曜日何
なん
しとるかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
42. 週に一回も運動するくない。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
43. この文章変
へん
いところあったら教えて。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
44. 東京行ったら方言使わんで 話
はなし
するくなるよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
45. 人の記憶なんて曖
あい
昧
まい
い。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
46. 雪の中を歩くのは大変かろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
47. このくらい気にせんで良
よ
かよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
48. 大学に入ってからあんまり電話せんくなった。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
49. やっぱりこの服は変
へん
なかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
50. ３組の田中君、掃除しよるかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
51. さっきまで晴れとったのに今日の天気は変
へん
なか。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
52. 大学入ったらみんなバイトするくない？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
53. 人と 話
はなし
しよるときに居眠りはせんかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
54. 曖
あい
昧
まい
いことばっか言うけん信用されんのよ。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
次ページへ続く
（ 28 ）
　　　注：（⤵）は文の語尾（文末）の発音が上がらないことを示しています。
選択肢　｛○：使う。／ △：使わないが聞いたことがある。／ ×：聞いたこともない。｝
55. 高校入ってからちゃんと勉強するくなった。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
56. ここの区別は割と曖
あい
昧
まい
かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
57. おかあさんの料理はじょうずかとよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
58. 前の授業のとき課題提出するかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
59. テレビもないけんあの子ひまかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
60. なんか嬉
うれ
しかことでもあったと？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
61. 今回の作品はじょうずかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
62. 困っとったら親
しん
切
せつ
い人が教えてくれたっちゃん。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
63. 田中君この前も自習しよるかったよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
64. 冬になると寒いけんあんまり換気せんくなるよね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
65. 今日は当番やないけんひまかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
66. 子供たちが寝とったら静
しず
かかね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
67. えっ、私貧乏ゆすりしよるかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
68. 毎日そんな早
は
よ起きるのは大変かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
69. お母さんのよりじょうずい卵焼き食べたことない。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
70. やっぱりこの服は変
へん
かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
71. 不便いところに住んどるんやね。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
72. この雨の中マラソンはせんかろう。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
次ページへ続く
（ 29 ）
　　　注：（⤵）は文の語尾（文末）の発音が上がらないことを示しています。
選択肢　｛○：使う。／ △：使わないが聞いたことがある。／ ×：聞いたこともない。｝
73. そんな赤
あか
か顔してどうしたと？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
74. 昨日私に電話せんかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
75. ひまい時とか連絡してよ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
76. 誰も立候補せんかったら困るやろ。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
77. ちゃんと説明したら勘違いせんくない？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
78. ３組の田中君昨日からずっと気にしとるかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
79. （隣のクラスの友人に対して「あなたは」）さっき体育で持久走しとるかったね。（⤵）［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
80. 寒くなってきて葉っぱももう赤
あか
か。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
81. 今日はお客さん少なくてずっとひまい。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
82. うちの犬、寝とったら静
しず
かかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
83. 田中君が立候補するかったら私はせんよ。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
84. 一番大変い競技は何
なん
やろうか。 ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
85. いっしょにドッジボールするかろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
86. （クラスの友人に対して「あなたは」）昨日商店街で買い物しよるかった？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
87. レポート寝ぼけながら書いたけん変
へん
なかろうや。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
88. 今日の先生の服ちょっと変
へん
ないよね。（⤵） ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
89. 部屋に時計がないと不便かろう？ ［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
90. （別の部活動に所属する友人に対して「あなたは」）今
け
朝
さ
も練習しよるかったね。（⤵）［　○
使う
　△　 ×
聞かない
　］
（ 30 ）
【付記】
　小稿は平成28年度首都大学東京 都市教養学部卒業論文として提出したものを元にしています。
御指導下さった指導教授の大島資生先生に御礼を申し上げます。また、学術論文として執筆する
にあたり御指導下さいました浅川哲也先生に御礼を申し上げます。
（とみた・あかね　首都大学東京 都市教養学部学生）
